
愛媛の農業・漁業 外国人材が急増 スリランカと覚
書で受け入れ拡大へ
2024年10月17日

宇和島市 愛南町 木村京 勅使河原佳野

高齢化や人手不足が深刻な愛媛県の農業や漁業の現場で働く外国人材が増えています。
15歳から39歳までの県内の若手の外国人材は、農業ではこの10年で50％増加、漁業は
もともとの人数が少ないこともあって300パーセント増えています。 “欠かせない”戦
力となってきている外国人材。受け入れを進める現場を取材しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NHK松山放送局　勅使河
原佳野　木村京）

愛南町の農業法人では、去年、スリランカから技能実習生の受け入れを始めました。

「人手が欲しい」

2024/10/18 9:17 愛媛の農業・漁業 外国人材が急増|NHK スリランカと覚書で受け入れ拡大へ 深刻な担い手不足で

https://www.nhk.or.jp/matsuyama/lreport/article/004/09/ 1/10

https://www.nhk.or.jp/matsuyama/lreport/tag/53.html
https://www.nhk.or.jp/matsuyama/lreport/tag/70.html
https://www.nhk.or.jp/matsuyama/lreport/tag/112.html
https://www.nhk.or.jp/matsuyama/lreport/tag/122.html


園地の草刈りから樹木の管理、収穫など、農業法人の指導を受けながらかんきつ栽培の
さまざまな業務にあたっています。

この農業法人ではかんきつ農業は収穫の時期が特に忙しいことから、これまでは繁忙期
にあわせて短期で地域の人などをアルバイトで雇っていました。しかし、それでは限界
を迎えていたといいます。

仕事はいろいろあります。全部仕事楽しいです

めっちゃおもしろいです
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「フルーツアイランド・マルエム直販」河野仁社長

「かんきつ農業も人手不足ですけど、ある程度の規模になると年中雇用しないと
仕事が回っていかないということもありますし、やはり技能実習生なり、いろん
な形で人手は欲しいというところです」
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技能実習生たちは初めて日本で暮らします。そこで、愛南町での暮らしになじんでもら
おうと、河野社長は一緒に買い物に出かけたり地域の行事に参加したりしています。
 

農業分野での担い手確保に向けたスリランカからの人材の受け入れ拡大は、県も予算を
つけて取り組んでいます。
県は去年6月、スリランカ政府との間で、実習を希望する人を派遣してもらうために覚
書を交わしました。これを受けて、県は愛媛での生活をスムーズに送ることができるよ
う取り組んでいます。

スリランカ政府と覚書

（獅子に）頭をかんでもらいました
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現場を訪問する国際交流協会の職員ら

その一環で受け入れ現場には、国際交流協会の職員らを派遣し支援にあたっています。

それでは県内では実際、外国人材はどれくらい増えているのか。国勢調査のデータをも
とに独自に検証しました。
国勢調査には産業ごとに年齢別の就業者数がまとめられています。そのうち「日本人以
外」の就業者を「外国人材」として分析しました。
その結果、2020年の調査では県内で働く外国人材はあわせておよそ8400人、10年前
と比べて3割の大幅な増加です。
さらに詳しく分析すると若い世代で外国人の比率が高くなっています。

急増する外国人材
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産業別に15歳から39歳までの従事者を「若手」として、外国人材が占める割合をまと
めた表です。製造業は8人に1人、農業は16人に1人などとなっています。

県内の1次産業の若手の外国人材は、農業ではこの10年で50％増加、漁業はもともと
の人数が少ないこともあって300パーセントも増えています。

実は愛媛県では全国と比べると受け入れが進んでいませんでした。背景にあるのは、か
んきつ栽培では収穫の時期が限られていることから作業がその時期に集中することで
す。技能実習生を受け入れるとなれば年間を通して実習を受けてもらうことになります
がそれが難しいほか、これまでは地域で短期的に人手を確保できてきたのです。しか
し、高齢化が進む中で人が集まらなくなり、このままでは産業を持続できないという危
機感もあって受け入れが急速に進んでいるのです。

外国人材の受け入れは、同じように担い手不足が深刻な漁業でも始まっています。

漁業でも増加
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県漁協は、去年から宇和島市で巻き網漁に従事するあわせて9人のインドネシア人を受
け入れています。

そのうち2人を受け入れている漁師の廣澤直樹さんは「とてもいい子で、素直で真面目
に働いてくれています」と話します。

県漁協ではおととし、自ら受け入れを仲介する「監理団体」になり、県内での受け入れ
を進めるための態勢を整えています。
県漁協宇和島事業部の藤田知右次長は「日本人の人材も含めて人がかなり少ないという
ところがもう何年もずっと課題になっている」と話します。
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農林水産省が5年に一度まとめている「漁業センサス」によると、県内で漁業に従事す
る人はおよそ4700人（去年11月時点）と、5年前の前回調査と比べると2割減少しまし
た。これは調査が始まった1949年以降で最も少なく担い手不足が深刻な状況が浮き彫
りになっています。

年齢別に見ると75歳以上が800人余りと、5歳ごとに集計した年齢別の人数で最も多く
なっています。また、漁業者のうち60歳以上が半分を占めていて高齢化が顕著になっ
ているのです。

こうした深刻な状況を背景に受け入れが進む外国人材。担い手不足に対応するにはただ
受け入れるだけではなく、現場になじんでもらうことが欠かせません。

貴重な戦力として
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県漁協では7月から月に1度、日本語の授業を行う専門の講師を呼ぶなどの取り組みも
進めています。貴重な戦力として長く愛媛で働いてもらいたいという思いがあるので
す。

県漁協宇和島事業部担い手対策部 藤田知右次長

「実習生にも助けてもらいながら経営を続けていかないとこの先はないよねって
いう声も頂く。実習生と仲良く手を組みながら経営を助けてもらいながら廃業し
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ないように商売を続けていっていただけたらなと思います」

一方、受け入れ態勢をどう整えるかも課題になります。地域にはアパートが少なく宿舎
をどう確保するかや、技能実習生が手続きで役場に行くときなどで言葉の壁も問題にな
っているのです。

ことし6月、「育成就労制度」を設ける法律が成立し、今後3年以内に外国人労働者を
受け入れる新たな制度がスタートします。これまでの「技能実習」は人材育成による国
際貢献が目的とされていましたが新しい制度では人手不足の分野での人材育成や人材確
保を目的とします。介護や建設、農業などが想定され、外国人材を「労働者」として受
け入れるという大きな転換点となります。
一方、これまで認められなかった「転籍」ができるようになり、働く職場を変えられる
ことから、育成就労制度が始まると、国内で外国人材の獲得競争が激しくなるともみら
れます。よりよい待遇を求め人材が流出する可能性も指摘されています。

愛媛の1次産業では受け入れが進み始めたばかりですが、外国人材を受け入れるための
態勢をどう整備しどう人材を活用していくのか、制度の開始を見据えた検討が求められ
ます。

特集の内容は下の動画でもご覧いただけます。（「ひめポン！」8/28放送）
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